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「信仰の『しかし』」 詩篇 3:1-9 

「賛歌。ダビデの詩。ダビデが息子アブシャロムから逃げたときに。」(1 節) 

この詩篇はダビデが書いたものです。そしてその時の状況は、イスラエル

の王であったダビデが、息子アブシャロムのクーデターによって、王室を追

われ荒野を逃げている時のことでした。ダビデを慕う家臣も多く彼に従って

逃げていましたから、心強い反面、ダビデは彼らを食べさせなければならな

いという責務もありました。さらに、ダビデはアブシャロムを息子として愛

していましたから、彼の命を狙うことはしません。一方アブシャロムはダビ

デの命を狙って追いかけているのです。このような状況に置かれているの

に、1 節は「賛歌」と、神をほめたたえる歌としてささげられています。 

「主よ、私の苦しみのなんと多いことでしょう。多くの者が私に立ち向か

い、多くの者が私の魂に言っています。「あの者に神の救いなどない」と。

セラ」(2、3節) 

時々、信仰は現実逃避だという人がいますが、ダビデは、今自分がどのよ

うな状況に置かれているか、現実をしっかり見ています。そして、それを正

しく把握し、対応していました。だからこそ、自分は荒野に逃げて、エルサ

レムを戦いの場にして民に犠牲を出さないようにしたのです。しかし、かつ

て自分が治めていた民たちが、ダビデのことを、神の救いがない男と嘲笑っ

ているのです。これが現実です。そしてこの詩篇には「セラ」という言葉が

三度出てきます。その意味ははっきりとはわかっていませんが、多くの学者

たちは「！」感嘆符ではないかと言っています。もしそうであるなら、3節

の「セラ」は自分の置かれている状況の困難さにガックリと肩を落とす意味

での「セラ」ではないでしょうか。そして普通なら、困難な状況が続けば、

人はその続きで結果を考えがちです。 

「しかし主よ、あなたこそわが盾、わが栄光、私の頭を起こす方。」(4節) 

ダビデの素晴らしいところは、そういう状況をしっかり把握しながらも、

「しかし主よ」と、主に目を向けるところです。この「しかし」が信仰のし

かしなのです。私がどうあるかではなく、神様はどのようなお方かというこ

とに目を向けるのです。それは私が頑張ってこうしますということではな

く、神様というお方は、神に信頼する者を守り、必ず解決を与えてくださる

お方だという事実に立つということです。 

「主に向かって声を上げれば、聖なる山から答えてくださる。セラ」(5

節) 

聖なる山とはエルサレムのことです。ダビデは、神が自分の叫びに答えて

くださるお方だと確信していました。私たちクリスチャンにとっては、私と

共にいて私の祈りに応えてくださるお方です。そしてここで 2 回目の「セ

ラ」が入ります。1 回目とは違い、主は確かに私に答えてくださるという、

喜びと驚きの「セラ」です。この変化は、3 節の「しかし主よ」という彼の

信仰がターニングポイントであることは明白です。 

「私は身を横たえて眠り、目覚めます。主が私を支えておられるから。」

(6 節) 

人は自分の命が狙われるという状況に置かれたら、夜は安心して眠ること

が困難になるのが普通でしょう。しかしダビデは、主が支えてくださるとい

う信仰のゆえに、夜も平安のうちに眠りにつけたのです。そして、眠ってい

る間、すなわち無防備な状況でも主が守ってくださるから、私は目覚めるこ

とができると告白しています。 

「私は決して恐れません。私を取り囲む幾千万もの民を。」(7 節) 

アブシャロムを王として認めた民は、なんとかしてダビデの命を取ろうと

してダビデの敵となりました。 

「主よ、立ち上がってください。わが神よ、私をお救いください。あなた

はすべての敵の顎を打ち、悪しき者の歯を砕かれる。」(8 節) 

ダビデは平安と喜びの信仰を持ちながら、なお主の助けを祈り続けます。

主の臨在の前に私たちも祈り続けるのです。そして、自分の知恵や力で敵を

砕くのではなく、主の力に期待するのです。私たちがすべきことは、悪に対

しても、主に委ねて善で対応するのみです。 

「救いは主のもの。あなたの民の上に祝福を。セラ」(9 節) 

あなたの民とは、今まさにダビデの命を狙っているイスラエルの民のこと

です。そのような民であっても、イスラエルは神が選ばれた神の民だという

ことをダビデは理解しています。だから彼らに祝福を祈ったのです。 

「敵を愛し、あなたがたを憎む者に親切にしなさい。呪う者を祝福し、侮

辱する者のために祈りなさい。」(ルカ 6:27、28) 

ダビデはこのことを実践したのです。なぜできたのでしょう。それは彼が

「しかし主よ」と主に目を向けたからです。これは十字架で死んでくださっ

たイエス様が、自分を殺そうとしている人のために「父よ、彼らをお赦しく

ださい。自分が何をしているのか分からないのです。」(ルカ 23:34)と祈っ

てくださった姿を思い起こさせます。イエス様は今も生きて、私たちのため

に取りなしてくださっています。イエス様の十字架のもとに行く者を救って

くださるのです。「救いは主のもの」です。ダビデのように、私たちも問題

の中にあっても、「しかし主よ」と、信仰の目をあげようではありません

か。主は決して私たちを見捨てず、必ず最善の解決を与えてくださるお方な

のです。 


